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小
川
町
の
和
算
家
（
四
） 

 

一
、
松
本(

栗
島)

寅
右
衛
門
精
弥 

小
川
町
木
呂
子
の
松
本
寅
右
衛
門
の
実
家
を
訪

ね
た
の
は
平
成
二
十
五
年
四
月
で
し
た
。
現
当
主

の
方
と
思
わ
れ
る
人
に
会
い
ま
し
た
が
、「
資
料
は

何
も
残
っ
て
い
な
い
よ
」
と
機
先
を
制
せ
ら
れ
ま

し
た
。
仕
方
な
く
、
お
墓
の
場
所
を
聞
く
の
み
で

し
た
。
従
っ
て
以
下
の
文
章
は
主
に
参
考
文
献

(

1)(

2)

を
も
と
に
し
て
い
ま
す
。 

寅
右
衛
門
は
木
呂
子
の
名
主
松
本
吉
兵
衛
の
次

男
と
し
て
享
和
二
年(

一
八
〇
二)

に
生
れ
、
精
弥

(

き
よ
み
つ)

と
称
し
、
算
術
を
市
川
行
英
に
学
ん
で

い
ま
す
。
行
英
に
代
っ
て
教
授
し
た
事
も
あ
り
そ

の
優
秀
さ
が
知
ら
れ
ま
す
。
寅
右
衛
門
は
栗
島
氏

の
養
子
と
な
り
ま
す
が
、
後
に
松
本
姓
に
戻
る
の

は
複
雑
な
事
情
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
寅
右
衛
門

は
知
行
主
で
あ
っ
た
山
岡
鉄
舟
の
父
小
野
長
右
衛

門
の
紹
介
で
市
川
行
英
に
就
い
た
と
い
わ
れ
ま
す
。

明
治
十
五
年
五
月
一
日
、
八
十
一
歳
で
没
し
た
。

墓
は
木
呂
子
に
あ
り
ま
す
。『
算
法
雑
俎
』
に
よ
れ

ば
、文
政
十
三
年
東
松
山
市
箭
弓
稲
荷
神
社
に「
栗

島
寅
右
衛
門
精
彌
」
の
名
で
奉
額
し
て
い
ま
す
。

但
し
、
こ
の
算
額
は
箭
弓
稲
荷
で
確
認
し
ま
し
た

が
、
現
存
し
ま
せ
ん
。
神
文
な
ど
多
数
あ
っ
た
と

言
い
ま
す
が
、
現
在
は
残
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ

と
で
し
た
。
ま
た
門
人
は
比
企
大
里
秩
父
三
郡
に

渡
り
三
百
名
に
及
ぶ
と
も
言
い
ま
す
。 

文
献(

1)

か
ら
遺
品
や
行
英
に
師
事
し
た
経

緯
や
門
人
な
ど
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
個
所
を
、

少
し
長
文
に
な
り
ま
す
が
抜
粋
し
て
示
し
た
い
。

比
較
的
当
時
の
様
子
が
わ
か
る
好
資
料
で
す
。 

＊ 

＊ 
＊ 
＊ 

＊ 

私
の
披
見
し
た
神
文
四
十
余
通
の
中
に
て
、
天

保
三
年
の
二
通
も
、
弘
化
三
年
の
二
通
も
、
安
政

七
年
の
も
の
も
明
治
十
五
年
午
一
月
即
ち
病
没
の

年
の
も
の
も
、
其
他
多
数
と
共
に
何
れ
も
栗
島
姓

宛
で
あ
り
、松
本
姓
宛
の
も
の
は
至
っ
て
少
な
い
。

之
に
反
し
て
松
本
姓
宛
に
な
っ
て
居
る
の
は
、
明

治
二
年
、
六
年
、
九
年
、
十
四
年
等
の
数
通
だ
け

に
過
ぎ
な
い
。 

此
等
神
文
の
中
に
て
、
天
保
三
年
辰
正
月
六
日

西
澤
和
助
、
同
年
六
月
に
藤
元
次
郎
の
差
出
し
た

も
の
に
は
、
市
川
玉
五
郎
殿
代
栗
島
寅
右
衛
門
殿

と
宛
て
ら
れ
て
居
る
。
此
れ
で
、
其
師
上
州
人
市

川
行
英
に
代
っ
て
教
授
し
た
事
も
知
ら
れ
る
の
で

あ
り
、
川
越
へ
行
っ
て
居
た
と
云
ふ
の
も
市
川
が

川
越
藩
に
関
係
が
あ
っ
た
と
云
ふ
か
ら
、
矢
張
り

市
川
に
関
係
し
て
何
か
の
事
情
が
あ
っ
た
や
う
に

も
思
は
れ
る
。 

松
本
匡
吉
氏
の
談
に
、旗
本
小
野
長
右
衛
門(

山

岡
鉄
舟
の
父)

の
知
行
で
松
本
吉
兵
衛
は
そ
の
名

主
を
し
て
居
り
、寅
右
衛
門
は
次
男
で
あ
っ
た
が
、

吉
兵
衛
は
江
戸
へ
出
て
小
野
の
為
め
に
暮
の
買
物

な
ど
し
て
や
る
例
で
あ
り
、
さ
う
云
ふ
機
会
に
小

野
か
ら
尋
ね
ら
れ
て
、
寅
右
衛
門
は
十
露
盤(

そ
ろ

ば
ん)

が
一
番
好
き
で
あ
る
こ
と
を
答
へ
、
そ
れ
で

は
良
い
先
生
を
紹
介
し
よ
う
と
云
ふ
の
で
、
上
州

の
先
生
を
紹
介
し
て
呉
れ
ら
れ
た
。
小
野
と
は
懇

意
で
あ
っ
た
と
見
え
る
。
余
程
え
ら
い
先
生
で
あ

っ
た
と
云
ふ
事
で
あ
る
。
寅
右
衛
門
に
は
弟
子
は

方
々
に
あ
っ
た
。
八
十
に
な
っ
て
も
、
教
へ
て
書

い
た
。
他
村
か
ら
習
ひ
に
来
た
も
の
も
あ
る
が
、

教
へ
に
行
っ
た
の
が
多
い
。
弟
子
の
中
に
も
出
来

た
人
が
大
分
あ
っ
た
と
云
ふ
。
地
租
改
正
の
時
に

は
寅
右
衛
門
は
出
な
か
っ
た
が
、
弟
子
が
関
係
し

た
。
一
こ
く
な
人
で
、
思
う
事
を
押
通
す
と
云
ふ

風
で
あ
っ
た
。
若
い
時
に
は
宮
大
工
を
し
て
、
居

村
吉
野
神
社
の
建
築
を
も
し
た
。
木
の
曲
っ
た
の
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は
真
直
に
直
し
て
使
ふ
と
云
ふ
風
な
の
で
、
木
が

小
さ
く
な
る
の
を
人
に
嫌
は
れ
た
。
併
し
教
へ
る

の
は
余
り
厳
し
く
な
い
で
、
弟
子
か
ら
嫌
は
れ
え

る
や
う
な
事
は
な
か
っ
た
。 

松
本
市
平
氏
並
に
老
母
の
談
に
も
、
い
つ
と
し

て
、
い
い
加
減
の
事
が
嫌
ひ
で
堅
い
人
で
あ
り
、

よ
く
調
べ
て
来
る
の
が
好
き
で
あ
っ
た
。
御
上
手

を
言
ふ
な
ど
は
嫌
ひ
で
あ
っ
た
。
神
文
に
記
載
の

弟
子
の
居
村
を
言
へ
ば
、
富
田
村
、
小
前
田
村
、

御
堂
村
、
青
山
村
、
角
山
村
、
安
戸
村
、
小
川
村
、

奥
澤
村
、
笠
原
村
、
大
塚
村
、
風
布
村
、
泉
井
村
、

玉
川
郷
等
が
あ
り
、
比
企
、
大
里
、
秩
父
の
三
郡

に
亘
っ
て
は
居
る
が
、
遠
く
も
二
三
里
を
隔
つ
る

に
過
ぎ
な
い
。郷
村
の
記
る
し
て
な
い
の
も
あ
る
。

中
に
就
い
て
明
治
十
五
年
一
月
、
東
京
愛
宕
町
三

丁
目
一
番
地
平
野
文
吾
娘
、
同
奈
美
、
奥
州
安
達

郡
二
本
松
三
ノ
町
、
岸
東
崗
母
、
同
登
利
と
云
ふ

の
が
あ
る
。
此
れ
は
東
京
へ
出
た
時
に
教
へ
た
も

の
か
。
吉
田
勝
品
の
門
人
に
小
川
の
町
田
千
代
女

が
あ
る
な
ど
と
共
に
、
珍
し
い
も
の
で
あ
る
。 

此
等
諸
門
人
に
就
い
て
具
さ
に
彩
訪
し
た
な
ら

ば
、
中
に
は
教
授
に
当
っ
た
人
々
も
恐
ら
く
数
多

く
見
出
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
は
れ
る
。 

 

二
、
碑
文
撰
文 

ま
た
文
献(

2)

に
は
、
「
大
正
二
年
没
後
三
十

年
に
し
て
故
舊
の
者
集
り
て
碑
を
建
て
ん
と
し
、

碑
文
も
作
ら
れ
た
け
れ
ど
も
遂
に
着
手
せ
ず
に
終

っ
た
」
と
あ
り
、
そ
の
撰
文
が
載
っ
て
い
る
の
で

そ
れ
を
次
に
示
し
た
い
。 

＊ 

＊ 

＊ 

＊ 

＊ 

翁
譚
は
精
彌
と
称
す
。
武
陽
男
衾
郡
木
呂
子
村
の

人
松
本
吉
兵
衛
の
次
子
也
。
資
性
穎
敏
、
幼
少
に

し
て
書
を
読
み
、
殊
に
珠
算
を
能
く
す
。
乃
父
即

ち
其
性
の
好
む
處
を
察
し
、
上
州
の
人
南
谷
市
川

行
英
に
就
き
其
算
法
を
習
は
し
む
。
翁
踴
躍
師
に

従
ひ
、
螢
雪
多
年
圓
理
起
原
の
法
を
受
け
其
堂
奥

に
入
り
、
冤
許
皆
傳
を
得
た
り
。
郷
に
歸
り
て
名

聲
大
に
揚
る
。
翁
常
に
所
謂
く
、
已
で
に
天
地
あ

れ
ば
則
ち
數
あ
り
、
其
數
を
究
む
る
に
術
あ
り
。

之
の
術
た
る
や
森
羅
萬
象
を
包
括
し
、
非
理
を
推

す
時
は
則
ち
其
數
自
ら
明
か
な
り
。
蓋
數
学
は
国

家
の
大
用
、一
日
も
缺
く
べ
か
ら
ざ
る
者
に
し
て
、

之
を
私
す
べ
き
に
非
ず
と
。
遂
に
帷
を
垂
れ
て
子

弟
に
教
授
す
。
遠
近
風
を
望
ん
で
来
往
、
業
を
受

く
る
者
數
百
人
、
皆
地
方
知
名
の
士
な
り
。
是
に

於
て
斯
道
大
に
闢
け
、
弾
玉
の
聲
途
に
聞
ゆ
。
明

治
初
年
地
租
改
正
の
際
の
如
き
、
門
弟
各
郷
里
に

在
り
て
其
技
を
展
べ
、大
に
其
慶
に
頼
る
と
云
ふ
。

是
よ
り
先
、
翁
年
二
十
八
に
し
て
出
で
て
同
村
川

窪
安
兵
衛
の
後
を
嗣
ぎ
、
一
家
を
成
す
。
生
活
澹

如
た
り
。
翁
は
享
和
三
年
二
月
に
生
れ
、
明
治
十

五
年
一
月
殂
す
。享
年
八
十
有
一
．曾
孫
彌
之
輔
、

門
弟
胥
と
謀
り
之
を
石
に
刻
し
、
以
て
翁
の
遺
徳

に
答
へ
ん
と
欲
し
、
余
に
銘
を
徴
す
。
余
亦
翁
と

縁
あ
り
、
敢
て
誌
し
て
銘
せ
ざ
ら
ん
耶
。
銘
日
。 

惟
レ
古
ノ
郷
先
生
。
究
理
通
二
自
然
一
。
業
精
徳

化
洽
シ
。
今
人
求
二
之
躅
一
。
悠
々
松
本
匡
撰 

 

三
、
墓 

墓
は
木
呂
子
川
を
挟
ん
だ
反
対
側
に
あ
り
、
正

面
は
次
の
よ
う
に
あ
り
ま
す
。 

松
本
寅
右
衛
門 

同 
 

や 

す 

        

 

四
、
算
額
の
内
容 

文
献(

2)

に
は
、
「
遺
蔵
の
算
書
類
も
多
く
あ

っ
た
と
云
ふ
が
、
門
人
等
が
持
っ
て
行
っ
て
散
逸

し
、
現
存
の
も
の
は
乏
し
い
。
而
も
圓
理
の
表
な

ど
遺
っ
た
も
の
も
あ
り
、
造
詣
は
明
ら
か
に
優
れ

て
居
た
や
う
に
見
え
る
」と
円
理
の
記
述
が
あ
り
、

次
に
述
べ
る
『
算
法
雑
俎
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る

算
額
内
容
を
裏
付
け
る
か
の
よ
う
で
す
。
そ
の
算

額
の
内
容
を
『
算
法
雑
俎
』
か
ら
引
用
し
て
次
図

に
示
し
ま
す
。
こ
の
問
題
は
穿
去
問
題
で
す
。
解

読
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
す
。 

松本寅右衛門墓 

墓 
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今
図
の
よ
う
に
長
立
円
〔
長
径
に
関
し
て
回
転

し
て
得
ら
れ
る
楕
円
体
〕
を
円
（
楕
円
体
の
頂
点

で
の
み
接
す
る
最
大
の
円
〔
円
柱
〕
）
で
穿
ち
去

る
場
合
、
楕
円
の
長
径
と
短
径
が
与
え
ら
れ
た
と

き
、
穿
ち
去
ら
れ
た
楕
円
体
の
面

積
を
求
め
る
方
法
は
い
か
に
。 

 
 

答
に
曰
く
左
の
方
法 

  

計
算
方
法
は
、
長
径
を
以
て
短

径
を
除
し
之
を
自
乗
し
極
と
名
付

け
、
１
を
以
て
減
じ
余
り
を
平
方

に
開
き
、
之
に
極
及
び
短
径
の
二

乗
と
円
周
率
を
乗
じ
、
問
に
合
う

内
面
積
を
得
る
。 

こ
れ
は
下
図
の
よ
う
な
式
で
表

わ
さ
れ
る
も
の
で
す
。 

こ
の
問
題
は
ハ
イ
レ
ベ
ル
で
、

解
き
方
は
稿
を
改
め
て
述
べ
た
い
。 

五
、
杉
田
久
右
衛
門 

杉
田
久
右
衛
門
（
？
～
安
政
二
年
）
の
墓
を
訪

ね
た
の
は
平
成
二
十
四
年
十
二
月
で
し
た
。 

久
右
衛
門
は
小
川
町
下
宿(

現
・
小
川
か
？)

の

人
で
、
江
戸
の
古
川
氏
清
に
至
誠
賛
化
流
の
和
算

を
学
ん
で
い
ま
す
。
幼
い
頃
か
ら
数
学
を
好
み
、

門
弟
吉
田
勝
品
の
「
一
代
誌
」（
18
号
）
に
川
田

弥
一
右
衛
門
（
保
則
）
と
肩
を
並
べ
て
の
数
学
者

で
あ
っ
た
と
あ
り
ま
す
。
家
は
裕
福
で
教
授
は
し

な
か
っ
た
と
も
い
う
。幼
名
を
藤
吉(

郎)

と
い
い
、

家
は
酒
造
（「
力
石
」
と
い
う
酒
造
家
）
と
質
業
と

を
営
ん
で
い
た
と
い
う
。 

 

墓
は
小
川
町

の
高
西
寺
に
あ

り
、「
東
方
之
月

清
信
士
」
と
珍

し
い
戒
名
が
刻

ま
れ
て
い
ま
す
。

左
側
面
に
は
嗣

子
の
彌
十
郎
の
名
が
あ
り
ま
す
。
彌
十
郎
の
子
の

為
吉
は
旗
本
で
後
の
小
川
興
郷(

椙
太)

で
す
（
彰

義
隊
生
き
残
り
隊
士
で
上
野
彰
義
隊
の
墓
造
り
に

貢
献
し
た
）。 

参
考
文
献 

(

1)

三
上
義
夫
「
武
蔵
比
企
郡
の
諸
算
者
」（『
埼
玉
史

談
』
11
巻
5
号(1940

年)

） 

(

2)

三
上
義
夫
「
武
州
比
企
郡
竹
澤
小
川
の
諸
算
者
」

（『
日
本
文
化
史
論
纂
』
中
文
館
書
店 

1
9
3
7

年
） 

鳩
山
町
の
円
正
寺
の
算
額
（
再
） 

前
号
（
18
号
）
で
鳩
山
町
の
円
正
寺
不
動
堂
の

文
政
十
一
年
の
算
額
に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
し
ま

し
た
が
、
そ
の
中
で
「
術
文
の
部
分
が
風
化
し
て

読
め
な
く
な
っ
て
い
る
」
と
述
べ
た
と
こ
ろ
、
野

口
泰
助
先
生
か
ら
全
文
を
書
き
写
し
た
資
料
を
頂

き
ま
し
た
。
先
生
が
一
九
七
七
年(

昭
和
52
年)

十

一
月
三
日
に
書
き
写
し
た
も
の
で
、
大
変
び
っ
く

り
し
ま
し
た
。
先
生
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

こ
こ
で
は
頂
い
た
全
文
と
私
の
読
み
下
し
を
述

べ
ま
す
が
、
読
み
下
し
が
間
違
っ
て
い
る
の
か
、

少
し
問
題
の
あ
る
内
容
の
よ
う
で
す
。 

 【
全
文
】 

〔
算
額
の
寸
法137.5

×
92.5

㎝
〕 

境
内
二
町
八
反
分
外
三
万
一
千 

三
百
坪
内
外
二
和
而
有
積
三
万 

九
千
七
百
坪
今
如
図
梅
花
而
得 

等
圓
徑
内
圓
徑
問
其
術
如
何 

等
圓
徑
九
十
五
間
ト

三
十
九
寸
五
分
有
竒 

 

内
圓
徑
六
十
七
間
ト

令
九
寸
一
分
有
竒 

術
曰
置
八
分
開
平
方
加
二
個
又
開
平
方

内
減
一
箇
余
リ 

自
乗
之
加
五
個
得
数
乗
圓
積
率
以
之
除
只
云
積
開
平
方 

得
等
圓
徑
乗
天
内
減
等
徑
得
内
圓
徑
合
問 

旹
文
政
十
一
戊
子
年 

 
 
 
 
 

仲
冬
吉
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関
流
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現
主
十
三
葉
正
宗
謹
著
之 

花
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【
読
み
下
し
】 

 
境
内
2
町
8
反
分
、
外

31300

坪
で
内
外
二

つ
の
和
は39700

坪
。
今
図
の
如
く
梅
花
に
お
い

て
、
等
円
径
、
内
円
径
を
問
う
、
そ
の
術
如
何
に
。 

答
は
等
円
径
95
間
39
寸(

3
尺
9
寸)

5
分

…
、
内
円
径
67
間
0
尺
9
寸
1
分
…
。 

計
算
方
法
は
8
分(
0.8)

を
置
き
平
方
に
開
き

2
を
加
え
又
平
方
に
開
き
天
と
名
づ
け
、
１
を
減

じ
た
余
り
を
自
乗
し
、
5
を
加
え
て
得
た
数
に
円

積
率
を
乗
じ
、
こ
れ
を
以
て
只
言
の(

面)

積
を
除

し
平
方
に
開
い
て
等
円
径
を
得
、
そ
れ
に
天
を
乗

じ
等
径
を
減
じ
て
内
円
径
を
得
、
問
に
合
う
。 

 【
読
み
下
し
の
検
討
】 

・
2
町
8
反
を
坪
で
表
す
と

8400

坪
と
な
り
、

8400

＋31300

＝39700

で
合
い
ま
す
。 

・
題
意
は
五
つ
の
等
円
の
計
が31300

坪
で
あ
り
、

内
円
が8400

坪
の
よ
う
に
思
え
ま
す
が
、図
の
よ

う
に
互
い
に
接
し
て
い
る
場
合
は
等
円
径
か
ら
内

円
径
は
一
義
的
に
決
ま
る
の
で
内
円
の
条
件
は
不

用
と
な
り
ま
す
。
し
か
も
、
内
円8400

坪
の
径
は

約103

間
と
な
る
の
で
等
円
と
は
接
し
な
く
な
り

意
味
を
な
さ
な
く
な
り
ま
す
。 

・
円
の
面
積
を
和
算
で
は(

直
径)

2×

円
積
率
で
求

め
ま
す
。円
積
率
は0.79

が
多
く
使
わ
れ
て
い
る

の
で
条
件
を
代
入
す
る
と 

 
5×

D
2×

0.79

＝31300

で
、 

D

＝89.0171

…(

間)

、
こ
れ
は
答
の
95
間

39
寸
5
分
…
（95.6077

間
）
と
は
誤

差
が
あ
り
ま
す
。 

・
五
角
形
の
中

心
と
一
つ
の
頂

点
と
の
距
離
は

角
中
径
と
呼
ば

れ
、
和
算
家
に

は
下
の
よ
う
な

式
で
知
ら
れ
て

い
ま
し
た
。 

・
術
文
の
前
半
は
①
式
、

②
式
の
よ
う
に
表
さ
れ

ま
す
。
①
は
問
題
あ
り

ま
せ
ん
が
、
②
式
は
疑

問
で
す
。
②
を
計
算
す

る
と
③
④
の
よ
う
に
な

り
ま
す
が
、
し
か
し
こ

の
等
円
径
を
求
め
る
式

が
何
を
意
味
す
る
の
か

不
明
で
す
。 

・
術
文
の
最
後
は 

内
径
＝
天×
等
円
径
―
等
円
径 

＝
等
円
径(
天
―1) 

で
あ
り
、先
の
和

算
家
に
知
ら
れ
た
式
と
同
じ
で
す
。
因
み
に
こ
の

式
に95.6077

間
を
代
入
す
る
と
、 

内
径
＝67.04968

間（
67
間
0
尺
3
寸
2
分
） 

と
な
り
、
答
の
67
間
0
尺
9
寸
１
分
に
近
い
値

に
な
り
ま
す
。 

【
結
論
】 

・
与
条
件
が
整
理
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
単
位
が

不
統
一
に
思
え
る
こ
と
、
等
円
径
を
求
め
る
式
が

不
明
瞭
な
こ
と
な
ど
か
ら
、
問
題
と
し
て
は
不
適

の
よ
う
で
す
。 

・
し
か
し
、
角
中
径
の
式
は
知
っ
て
い
て
、
等
円

径
か
ら
内
円
径
を
一
応
正
し
く
求
め
て
い
ま
す
。 

・
全
体
と
し
て
は
掲
額
者
の
力
量
が
問
わ
れ
る
よ

う
な
算
額
の
内
容
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～ 

編
集
後
記 

小
川
町
の
和
算
家
と
い
う
こ
と
で
、
四
回
に
渡

り
高
橋
和
重
郎
・
山
口
三
四
郎
・
久
田
善
八
郎
・

細
井
長
次
郎
・
吉
田
勝
品
・
福
田
重
蔵
・
松
本
寅

右
衛
門
・
杉
田
久
右
衛
門
を
略
記
し
て
き
ま
し
た
。

小
川
町
に
は
ま
だ
何
人
か
の
算
者
が
い
ま
し
た
が
、

ひ
と
ま
ず
終
わ
り
に
し
ま
す
。 

鳩
山
町
円
正
寺
の
算
額
は
術
文
が
読
め
な
か
っ

た
の
で
、
赤
外
線
写
真
な
ら････

と
思
っ
て
い
ま

し
た
が
、
野
口
先
生
か
ら
全
文
を
頂
い
た
の
は
幸

運
で
し
た
。
先
生
に
感
謝
し
ま
す
。 

＊ 

＊ 

＊ 

＊ 

＊ 

テ
レ
ビ
で
毒
舌
先
生
の
俳
句
教
室
と
い
う
の
を

見
ま
し
た
。
東
京
駅
百
年
を
前
提
と
し
た
句
で
、

「
才
能
あ
り
の
一
位
」
に
な
っ
た
の
は
若
い
女
性

に
よ
る
次
の
句
で
し
た
。
成
る
程
と
思
い
ま
し
た
。 
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